
大阪府立大学・人間社会システム科学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２４４０３

基盤研究(B)（一般）

2018～2015

プレゼンテーションを教材とするメタ学習フレームワークの開発

Meta-Learning framework through Presentation Design Task

５０３０４０５１研究者番号：

瀬田　和久（Kazuhisa, Seta）

研究期間：

１５Ｈ０２９３４

年 月 日現在  元   ６ ２０

円    10,500,000

研究成果の概要（和文）：プレゼンテーションを教材としたメタ学習の新しい学習支援アプローチの開発を目的
として，以下の成果を得た．
(1)行間読み取り姿勢の診断方式の設計，(2)行間読み取り姿勢を捉える教材の開発・診断機構の実装，(3) 学び
の振り返りツールの実装，(4) 行間読み取り姿勢を捉える診断機構の実装，(5) 本研究で実現した教材データに
計算機可読なセマンティクスを付与することでの知的支援の仕組みのさらなる展開として，歴史を題材とした風
刺画にセマンティクス（風刺画セマンティクス）を与え，先行研究で開発した質問生成オントロジーと質問生成
エンジンに基づいて学習者個々の興味に追従できるメタ学習支援の仕組みを開発した．

研究成果の概要（英文）：For the purpose of developing a new learning support approach of 
meta-learning using presentation as teaching material, the following results were obtained: (1) 
Design of diagnosis method of reading posture with thinking between the lines, (2) developing 
implementation methods to enable diagnosis using teaching materials that capture above posture, (3) 
developing reflection support system and  (4) implementation of the diagnosis methods. Furthermore, 
as a further development of the mechanism of intellectual support by giving computer readable 
semantics to the teaching material data realized in this research, We have developed a meta-learning
 support mechanism that can follow the interests of individual learners based on the question 
generation ontology and the question generation engine developed in the previous research, giving 
semantics (satrical semantics) to cartoons based on history.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教えることによる学びの有用性が学習科学の分野でこれまで明らかにされてきました．学んだことのプレゼンテ
ーションは，そのような学びを促進する機会となります．本研究は，コンピュータを用いてこのような学びの促
進を目指しました．一方，コンピュータは学習者が説明していることの意味を理解することが難しいわけです
が，本研究で開発した技術に基づいて，学習者がデザインしたプレゼンテーションから，何を学び，学び取れて
いないか，教科書に書いていない深い知識を学ぼうとしたかを診断し，アドバイスする仕組みを実現しました．
コンピュータ活用による新しい学びの可能性を示した点で，学術的にも大きな成果として認められています．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
学習科学分野では，創造的な科学的思考能力の育成には，個別の知識・能力の教育だけでなく，

多様な知識・能力を適切に統合する思考力，学習力の育成が重要であることの再認識が進んでい
る．理解や思考の進行を適切に統制するメタ認知活動はこの基礎となる．これは特定分野に依存
しない汎用的技能であり，学びの主体的立案，生涯学習力の礎ともなる．この認識のもと，「自
己の思考や他者との共同思考の経験から，より汎用的，抽象的思考スキルの構成はどう支援可能
か」という創造的思考スキル熟達に関わる根源的問いにアプローチする研究が精力的になされ
ている．教育システム情報学分野では，計算機の援用によるメタ認知スキルの熟達支援に焦点を
当てる研究が，トップカンファレンス AIED において，ここ 10 年で特に活発化し，心理学者，
情報システム研究者の国際研究交流が活発化している．オントロジー工学分野では，知の創造，
蓄積，洗練のサイクルを効果的に支える知見の積み上げには，開発者，ツール利用者，計算機の
間での対象世界に関する意味共有の程度をオントロジーを基礎として高める必要があるとの認
識がされている． 
 
２．研究の目的 
学びのあり方を対象化して学ぶスキルは潜在性、状況依存性が強い暗黙知である．自らの学習

プロセスを外化し，これを客観的に捉え，学びのあり方への気づきの積み上げを促すことで，暗
黙知ベースへの内面化へと導くオントロジーを構築する．そして，この過程を支えるツールを整
備する．研究期間内に，下記課題へアプローチする． 

課題 A 潜在的メタ学習活動とその表出化を容易とする概念体系・学習課題を明らかにする． 
課題 B プレゼン活動の振り返りツールを開発し有用性を実証的に明らかにする． 
課題 C メタ学習スキルの変容モデルと実践知リポジトリを開発する． 

 
３．研究の方法 
プレゼン課題への取り組みを通じたメタ学習能力の育成支援ツール(学習者向けのツールと指

導者向けの実践知リポジトリ)を開発する．専門知の習得に取り組み始める学部生を対象に運用
して初年次生では難しいメタ学習スキルの内面化を促す教育メソッドとその共有・普及・洗練基
盤としての有用性を実証する．まず，メタ学習教育の実例と認知心理学的知見を精査し，オント
ロジーの基礎体系を構築してツールに組み入れる．そして，教員をユーザとして実践知リポジト
リを運用し，実践知の蓄積，普及，洗練とオントロジーの拡充に取り組む．さらに，実践規模と
実践知リポジトリの利用者を拡大し実践知を洗練・拡充する．思考の領域独立性・固有性から実
践知とオントロジーを洗練し，学部教育に展開できるメタ学習教育モデルの一般化とツールの
洗練に反映する． 

 
４．研究成果 
プレゼンテーションを教材としたメタ学習の新しい学習支援アプローチの開発を目的として，

以下の成果を得た． 
 

1. 行間読み取り姿勢の診断方式：学習済みで理解したつもりの内容を自分と同等他者に理解
させるプレゼン課題において，(1)プレゼン設計活動と，(2)学びのあり方を学ぶ他者との協
調学習プロセスを設定している．学習態度の変容を促す知的フィードバック機能の開発に
あたり，学習姿勢を捉える学習者モデルを構築する必要がある．特に，教科書に陽に書かれ
た内容を暗記するのではなく，「この新しい技術が提案されたことで，どのような波及効果
が起こっただろうか？」「同様の目的を有する既存技術と本質的な違いは何か？」といった
行間を読み取る潜在的思考が重要となる．これは思考の拡がり・深まりを促し，専門知の習
得と創造的思考の礎となり，高度な専門知を習得する上で必須であるが，自己内対話として
潜在的になされるがゆえ，その能力育成に直接めがける教育は一般になされておらず容易
でもない．こうした人間の内面で潜在的に営まれる自己内対話活動に，計算機システムが介
入する仕組みを開発する必要がある．後述するセマンティクスが付与されたプレゼン教材
と，学習者が表明したプレゼン意図に基づいて，プレゼンテーションに陽に記述されていな
い潜在的内容を学習者がどの程度重要視しているかを判断する仕組みを設計した． 

2. 行間読み取り姿勢を捉える教材の開発・診断機構の実装：教科書に陽に記載されない上述の
ような学習活動もプレゼン意図を表す活動概念としてオントロジー化し，学習者はそれを
用いてプレゼン構造を表明できる環境を実現した．そして，意味データとして付与したスラ
イドを組み入れ，学習者がデザインしたプレゼンテーションから行間読み取り姿勢を診断
する基本的機能を実装した．これにより，学習姿勢を捉えたフィードバック機構を実現する
素地を備えた． 

3. 学びの振り返りツールの実装：プレゼン設計活動で学習者が行った／行わなかったメタ認
知活動を部分的に捉えることができる学習者モデルを計算機上に実装した．ここでは，
Knowledge Monitoring Assessment 課題，プレゼンテーションスライドの選択によるプレゼン
設計により，学習者が実施したメタ認知モニタリングとメタ認知コントロールの流れを把
握できるようにした． 

4. 行間読み取り姿勢を捉える診断機構の実装：教科書に陽に記載されない上述のような学習



活動もプレゼン意図を表す活動概念としてオントロジー化し，学習者はそれを用いてプレ
ゼン構造を表明できる環境を実運用した．そして，意味データとして付与したスライドを組
み入れ，学習者がデザインしたプレゼンテーションから行間読み取り姿勢を診断するモデ
ルを精緻化し，機能を洗練した． 

5. 本研究で実現した教材データに計算機可読なセマンティクスを付与することでの知的支援
の仕組みのさらなる展開として，歴史を題材とした風刺画にセマンティクス（風刺画セマン
ティクス）を与え，先行研究で開発した質問生成オントロジーと質問生成エンジンに基づい
て学習者個々の興味に追従できるメタ学習支援の仕組みを開発した．これらの結果として，
学習者の学習観や学習方略，学びへの情動的側面（エンゲージメント）に肯定的な影響を与
えることを確認した． 
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研究分担者氏名：林 佑樹 

ローマ字氏名：HAYASHI, Yuki 

所属研究機関名：大阪府立大学大学院 

部局名：人間社会システム科学研究科 

職名：助教 
研究者番号（8 桁）：40633524 
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
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